
農山漁村発イノベーションとは？ 

 

農山漁村発イノベーションとは、農林水産物や農林水産業に関わる多様な地域資源を活

用し、新事業や付加価値を創出することによって、農山漁村における所得と雇用機会の確

保を図る取組のことです。 

これまで農林水産省では、農林水産物の付加価値を高め、農林漁業者の所得向上に資す

る重要な取組の 1つとして、農林漁業の６次産業化の推進に取り組んでまいりました。 

今後の農村施策の実施にあたっては、農業以外の所得と合わせて一定の所得を確保でき

るよう、多様な機会を創出し、安心して農村で働き、生活できる環境を整えていくことが

重要です。 

そこで令和４年度からは、この６次産業化を発展させて、地域の文化・歴史や森林、景

観など農林水産物以外の多様な地域資源も活用し、農林漁業者はもちろん、地元の企業な

ども含めた多様な主体の参画によって新事業や付加価値を創出していく「農山漁村発イノ

ベーション」としての取組を支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※農林水産省ホームページより抜粋 



農山漁村発イノベーションと６次産業化の違い 
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支援対象は、これまでの６次産業化の主であった農林水産物の加工・販売から、 

農林水産物以外も含む多様な地域資源を活用した多様な事業へと拡大 

 

例：農業者が農産物加工品を

製造・販売 

例：民間事業者が廃木材を 

活用した再エネ事業 

を展開 

例：農業者が棚田を活用した

交流イベントを開催 

例：民間事業者が森林を 

  活用したヒーリング 

事業を展開 


